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横 浜 の 水 源 

 

各水源系統の水で

市内すみずみまで

給水しています。 

横浜水道の基礎データ(平成１8 年度) 

 給水人口        3,609,014 人(平成 19 年 3 月 31 日現在)

 給水戸数        1,696,549 戸(平成 19 年 3 月 31 日現在)

 年間給水量      438,631,000m3 

1 日平均給水量      1,201,７２９ m3

 管路総延長      9,112km(導水管含む) 

      ＊管路総延長については平成 17 年度データ 

横浜工業用水道の基礎データ(平成１8 年度) 

1 日当たり給水能力 362,000 m3

1 日当たりの契約水量（年度末）274,700 m3 

給水対象工場数（年度末）63 工場 

※ 企業団とは 

  神奈川県内広域水道企業団は、神奈川県、横浜市、川崎市、横須賀市の 4 者で設立した水

道水の卸売り（用水供給事業）を行う団体です。企業団は、独自の浄水場で水道水をつくり、

横浜市など 4 者に供給しています。 
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いつも、水道をご利用いただきありがとうございます。 

日本初の近代水道としてスタートした横浜水道は、今年で創設１２０周年を迎えます。 

水道局では、皆さまの毎日の生活に不可欠な「水」をお届けする企業という立場を自覚

し、「快適な市民生活を支える安心の水道」を基本理念として、事業運営に当ってまいりま

す。 

このため、常に民間感覚を持って、お客さまに満足いただける水道水をお届けするため、

品質や安全性を 優先にすることはもちろんのこと、あらゆるお客さまの声やニーズに誠

心誠意お応えし、お客さまにより一層満足していただける水道サービスを職員一丸となっ

て提供します。 

横浜市水道事業管理者 
水道局長 大 谷 幸二郎 

 
 

水道をご利用の皆さまへ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業運営の指針 
 

「快適な市民生活を支える安心の水道」として、お客さまにさらに満足していただける水

道サービスを職員が一丸となってお届けします。 

 

（１）お客さまに安全でおいしい水を安定してお届けするため、施設の更新や耐震化を促

進し、１２０年の歴史で築いてきた水道施設を適切に維持管理します。 

※ 川井浄水場において、より効率的な運営を図るために、ＰＦＩ等を活用し、

  先端の浄水技術である膜ろ過方式の導入を進めます。 

（２）お客さまの満足の向上を経営の基本に据え、お客さまの要望を常に把握し、品質の

高いサービスを提供します。 

※ お客さまサービスセンターに寄せられる用件に対し、即日対応の完全実施を目指

します。１８年度調査で満足と回答されたお客さまが６０％でしたが、今年度は

１００％を目指します。 

（３）事業を支える人材の育成と技術の継承に努めるとともに、環境にも配慮した新しい

技術の導入やサービスの向上に、創造と挑戦の精神で取り組みます。 

※ 「はまっ子どうし」について、開港１５０周年記念ボトルの発売にあわせて、 

販売目標１５０万本（１８年度比１７％増）を達成します。 

（４）地方公営企業として、より効率的な事業運営に努め、自主的・自立的な経営を確立

していきます。 

※ 職員定数を５６人削減します。企業債残高をピーク時（１３年度）に比べ、 

１５０億円（約７％）の削減を図ります。 
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 毎日お届けする水道水が道志川源流水を詰めたペットボトル水「はまっ子どうし」

の水質レベルとなるように目指します。 

 
 
 

 安全でおいしい水をお届けするために、マンション等の受水槽や給水装置（道路内

の配水管から蛇口までの引き込み管）の管理をお客さまとともに行ってまいります。

 
 
 
市民生活のライフラインとして、災害時にも 低限の給水を確保するため、地震災

害に強い水道づくりを進めます。また、漏水破裂や水質劣化の原因となる老朽管の取

替えなどを計画的に行います。 

 
 
 
 お客さまの視点に立って、情報提供の充実、料金支払いの利便性向上、業務改善運

動などに取り組み、お客さまに満足していただけるサービスの提供に努めます。 

 
  
 

今後さらに経営改革を推進し、経営方針として、民間に負けない効率性を追求しま

す。 

 また、職員の意識改革を進め、挑戦と活力ある企業精神を発揮し、水道に関する様々

なお客さまのニーズに応えることができる水の総合産業を目指します。 

 
 
 
 電力使用量を極力抑制する水運用を行うなど、エネルギー消費量の削減に取り組

み、取水から蛇口まで環境への負担が少なく経済効率のよい、水道システムの構築を

目指します。 

トップレベルの安全でおいしい水を作ります。 

蛇口にいつでも新鮮な水をお届けします。 

災害に強い信頼のライフラインを築きます。 

お客さま満足度の高い水道サービスを提供します。 

創造と挑戦の活力ある企業精神を発揮します。 

環境にやさしい水道システムを構築します。 

中長期の経営目標 

次の６項目を中長期の経営目標として「快適な市民生活を支える安心の水道」の

実現に取り組んでまいります。 
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横浜水道は今年で１２０周年を迎えます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミツバツツジ 

 平成１９年は、日本 初の近代水道が横浜に誕生してから１２０年を迎えま

す。 
 この「近代水道創設１２０周年記念事業」を横浜開港１５０周年のプレイベン

トとして位置づけ、次のような取り組みを進めます。 
 
 (1) 施設見学や市民イベントの充実 
   例年実施している市民参加の施設見学や市民イベントの充実を図り、市民

の皆さまが、水道に親しみを持っていただく機会を設けます。 
また、未来の水道を担う子どもによる水道に関する作品のコンテストを開

催します。 
 (2) 日本水道協会総会の開催 
   全国の水道事業体の集まりである（社）日本水道協会の全国総会が１１月

に横浜市で開催されます。１２０周年をシンポジウムや水道展に参加してい

ただいた市民の皆さまや全国の水道事業体とともに祝い、横浜の魅力を全国

へ発信します。 
 (3) ミツバツツジの植樹 
   西谷浄水場前に、道志村で卒業式などの記念に利用されるミツバツツジを

植樹し、道志村との絆を再確認し、友好・交流を深めていく契機とします。

また、西谷浄水場の地元・保土ケ谷区の区制８０周年記念行事である「保

土ケ谷８０千本 植樹行動」と連携・協力しながら植樹を進めてまいります。

(4) 水道局菊名庁舎の完成 
  水道局菊名庁舎では、屋上緑化や窓ガラスへの光触媒コーティングと散水

による省エネ型冷房システムを導入するとともに、全国初の試みとして民間

との協働によるショールームを開設します。 
(５) 小雀６号配水池の完成 

   小雀浄水場に建設中の小雀６号配水池 
が１１月に完成します。 

この配水池は高台にあるため、展望台 
として利用できます。また、側壁には市 
民の皆さまに親しんでいただけるデザ 
インを描き、１１月の完成式に公開しま 
す。 

小雀６号配水池の施工状況 
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               ★は市の中期計画に取り上げられている項目 

トップレベルの安全でおいしい水を作ります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★川井浄水場更新調査等  
更新時期を迎える川井浄水場について、 先端の浄水技術である膜ろ過方式の導入を図

っていきます。 
◆ISO／IEC１７０２５認定の拡大 

国際規格である ISO９００１の品質管理体制及び ISO／IEC１７０２５の水質検査体制

を継続・拡大し、国の水質基準よりもさらに厳しい横浜独自の水質目標の達成を目指しま

す。 

横浜市は大都市の中では比較的良好な水源を有しており、引き続き水源の維持保全に努

めていきます。 
また、浄水場が更新時期を迎えますが、その更新にあたり、 先端の浄水技術の導入を

図るとともに、国際規格に基づく水道水質管理を行い、我が国でもトップレベルの安全で

おいしい水の提供を目指します。 

重点推進施策及び重点事業・取組 

現状と課題 

今年度の事業 

ＩＳＯ９００１  

品質マネジメントシステムの国際規格。責任と権限を明確にし、マニュアル化された手順に基づいて

業務を行っていることを第三者機関の認定により保証されるものです。 

ＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５  

濃縮水原水 

膜ろ過水 

膜ろ過水 
膜ろ過水 

膜ろ過水 

濃縮水 

中空糸膜 原水 

◇膜ろ過とは？ 
膜ろ過とは目に見えないくらい小さな穴が無数にある薄い膜で水道の原水の中にある

汚れや細菌などを取り除く方法です。

試験機関の能力に関する国際規格。 

第三者機関の認定により検査技術が国際的に高い水準にあることを証明するものです。 
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蛇口にいつでも新鮮な水をお届けします 

 
現状と課題 

 

 
 

お客さまの所有である受水槽や給水装置（道路内の配水管から蛇口までの引き込

み管）については、お客さまが維持管理を行うこととなっていますが、水質不安を

解消し、蛇口でいつでも安全な水道水をご利用いただくためには、適切な維持管理

が必要となります。 

 
 

今年度の事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★子供たちが水道水を飲む文化を育む事業  
  学校の水飲み給水栓の直結化を教育委員会とともに進め、未来を担う子供たち

が蛇口から冷たくおいしい水を飲める環境をつくります。 
◆受水槽や給水装置の管理に水道局が従来よりも積極的に関わります。 

・受水槽を設置しない直結給水システムの普及拡大に努めます。 
・受水槽の巡回点検を行い、受水槽や給水装置の適正な管理の支援を行います。

・各家庭への引込み管の一部に使用されている鉛製給水管を計画的に取り替える

とともに、施工が簡易なパイプイン・エコ工法の導入も積極的に進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高置水槽

ポ ン プ

直結給水 
高置水槽 

受水槽式給水

<直結給水> 

増圧ポンプ 
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宅地内鉛製給水管の改良について  
 
 
 
 
 

●水道局が進める宅地内鉛管改良に、平成１９年度からパイプイン・エコ工法を導入します。 

●この工法は、水道局が行うメーター交換の際に実施するもので、お客さまの負担はありません。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●宅地内のメーター前後に使われている鉛製給水管を改良する場合は、この工法をお勧めします。

◇パイプイン・エコ工法とは？ 

宅地内鉛管改良

道 路 宅 地

給 水 管 

メーター 

配水管 

鉛製給水管 

鉛製給水管

水道局の費用で改良する範囲 お客さまの費用で改良する範囲 

給水装置(お客さま所有)

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パイプイン・エコ工法は、全国で初めて横浜市が開発（特許出願中）したもので、水道メータ

ーの接続部から鉛製給水管の中に合成樹脂のポリブテン製の管を挿入して内側を被覆し、水道

水中への鉛の溶出を防ぐ簡易的な工法で、掘削をしないで施工が可能です。 

※ただし、メーター前後には極端に曲がって配管された鉛製給水管もあり、この場合挿入できないこともあります。

また、高台など一部の水圧の低いところで、実施できないことがあります。 

水道メーター

鉛製給水管

1.0ｍ以内

（片側50㎝程度まで）

パイプイン・エコ工法

は、この部分に合成樹

脂管を挿入して、内面

被覆します。 
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災害に強い信頼のライフラインを築きます 

 
 
 
 
 
 
 
 

災害用地下給水タンクや緊急給水栓などを設置し、居住地から概ね５００ｍ圏内に、応急

給水拠点の整備が完了しています。 
地震災害時にも 低限の給水を確保するために、施設の耐震化や応急給水拠点の整備な

ど、災害に強い水道づくりを進めることが求められています。 

現状と課題 

今年度の事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★災害医療拠点病院等管路整備事業  
  災害医療拠点への災害時の給水は給水車でおこなうこととなっていますが、多量の水を

必要とします。 
  今後は、これらの医療機関に給水している配水管を耐震化し、水道管からの給水が続け

られるようにします。 
◆配水ポンプ場への非常用発電設備の設置 

配水ポンプ場に非常用発電設備を設置し、緊急時に電気の供給が停止した場合でもポン

プが動くよう整備します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 災害医療拠点病院等への給水イメージ図 

従 来 今 後 

既設給水管

漏水・破裂

小口径配水管 

漏水・破裂

大口径配水管 

受水槽 

既設給水管 

耐震管 

大口径配水管 

消火栓 

受水槽 
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お客さま満足度の高い水道サービスを提供します 

 

 
 
 
 
 
 
 

お客さまの声を反映して、平成 18 年 11 月からお客さまサービスセンターでの電

話受付に一元化し、365 日・24 時間、いつでもお受けするサービスを開始しました。

高度化・多様化するお客さまニーズに対応するためには、お客さまの声を的確に把

握し、お客さまが必要としているサービスを迅速に提供する必要があります。 

現状と課題 

今年度の事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまで月の１３日に固定していた口座振替日を、新料金オンラインシステムの

稼動により、月の１３日か２９日のどちらかの日付で、お客さまが選択できるよう

にし、料金支払いの利便性向上に努めます。 

◆口座振替日選択制の実施等 

お客さまからのご要望の多い、水道料金・下水道使用料のクレジットカードでの

支払いを１９年度中に導入します。 

◆クレジットカード払いの導入 
（１９年度販売目標 １５０万本） 

横浜のおいしいペットボトル水｢はまっ子どうし｣の販売を拡大します。 
◆｢はまっ子どうし｣の販売拡大 

◆水の総合産業を目指したショールームの開設（再掲） 

水道局菊名庁舎に、全国初の試みとして民間との協働によるショールームを開設

し、浄水器や水栓金具、トイレなど水回り用具の展示や水に関する様々な相談業務・

アドバイスを行います。 

お客さまの声を集積共有化するとともに、定期的にお客さま満足度調査（CS 調査）

を引き続き実施し、その結果を業務の見直しに反映します。 

◆お客さまの声を反映させた事業展開の推進 
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創造と挑戦の活力ある企業精神を発揮します 

 
 
 
 
 
 
 
 

水道料金収入が伸び悩む一方で、老朽化した施設の更新等に大きな財政需要が見込ま

れるため、スリムで効率的な経営を目指します。 
また、これまで水道事業を支えてきた団塊世代の職員が大量に退職することから、技

術の継承が課題となっています。 

現状と課題 

今年度の事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★人材の育成と技術の継承 
  既存施設を改良した人材開発センターを運用し、企業内転職者などの育成や技術継

承を効果的に進めます。 
◆他事業体からの水質等分析業務の受託 
  近隣水道事業体との広域的な連携の強化に努めるとともに、収入の確保を図るた

め、有料で他水道事業体から水質等分析業務を受託します。 
◆健全な財務体質の強化 

 施設整備に係る費用は、企業債(借金)への依存を減らし、経営効率化による利益を

生み出し、健全な財務体質への強化を図ります。 

  また、ＰＦＩ等の活用や、新たに行う水質分析業務の受託とともに、｢はまっ子ど

うし｣の販売拡大など、積極的な事業展開を行います。 

  宅地内の給水装置修繕の民間化や浄水場管理室体制の見直しなど、経営効率化の推

進により、職員定数削減を図ります。 

★継続的な経営改革と簡素で効率的な執行体制の構築  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

水中の微小な生物を観察するための光学顕微鏡 

 ISO／IEC１７０２５ 

水質検査の精度と信頼性保障システムの国際規格

１６年度は無機物（金属類）、１８年度は微生

物（一般細菌、大腸菌）の検査、サンプリング

について認定を取得しました。１９年度は有機

物の検査について認定を拡大していきます。 

お客さまに水道水質についてより一層の安心

と信頼を提供します。 

ISO／IEC１７０２５認定について 
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中期経営計画：約２０％の４４０人削減 

職員定数の目標 
長期ビジョン・１０か年プラン：約３分の１削減



環境にやさしい水道システムを構築します 

水源林の保護育成など環境保全へ貢献する活動を行うとともに、省エネルギーや

リサイクルなど環境負荷を削減するための取り組みも行っています。 

水源地から蛇口まで水をお届けするためには、ポンプの利用などで多くの電気エ

ネルギーを消費し環境に負荷を与えています。 

現状と課題 

今年度の事業 

  横浜市では、開港１５０周年にあたる平成２１年度までに１５０万本の植樹達

成を目指しています。水道局では、この一環として、道志村に自生しているミツ

バツツジを西谷浄水場前の道路沿いなどに植樹します。 

◆１５０万本植樹行動 

  屋上緑化や窓ガラスへの光触媒コーティングと散水による省エネ型冷房シス

テムを導入した水道局菊名庁舎が１９年度に完成します。 

◆省エネ型冷房システムの導入（再掲） 

  川井浄水場構内で行う相模湖系導水管の高低差を利用した小水力発電につい

て設計を進めます。 

◆川井浄水場小水力発電 

  ポンプを使わない自然流下系の浄水場を優先的に利用し、消費電力を削減する

ために、配水幹線等の整備を行います。 

◆自然流下系浄水場の優先利用 

環境にやさしい浄水場づくりの一環として、既存の施設に太陽光パネルを据付

け、発電した電力を浄水場の運転管理に使用します。 

★太陽光発電設備の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

    
  

相模原沈でん池 

発電機 
川井浄水場接合井 西谷浄水場 

鶴ヶ峰浄水場 へ 

標高差約 20m 

川井浄水場小水力発電イメージ図 
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<水道事業及び工業用水道事業＞

　　　　太字　   は新規事業
　　　　太字　   は拡充事業

　［目標］ ［施策の方向］ ［主な施策・事業］

水源かん養林の保護育成 道志村生活排水処理事業への助成
など水源の保全 相模湖及び津久井湖の水質保全対策等の促進

１　トップレベルの 川井浄水場更新調査等
　　安全でおいしい水 水処理実験プラントによる新たな浄水処理技術の実証実験
　　を作るために

塩素注入量低減など 浄水場塩素注入設備改良工事
によるカルキ臭の解消 給水栓における自動水質測定装置の設置

横浜独自の水質目標に ＩＳＯ９００１の認証更新
基づく水質管理 ＩＳＯ/ＩＥＣ17025認定の拡大

鉛管改良の促進 鉛管改良促進事業の推進
宅地内鉛管改良の推進 宅地内鉛管改良助成

パイプイン・エコ工法

貯水槽水道（受水槽）の巡回点検

給水装置の管理などへの 道路内の老朽給水管の積極的な改良
積極的な関与 　

取水・導水施設の耐震補強
水道施設の耐震化の促進 浄水場及び配水池の耐震化

配水池の整備

浄水施設の再構築 浄水施設の再構築
３　災害に強い 電機・計装設備等の計画的更新
　　信頼のライフライン 　
　　を築くために 送・配水管の計画的更新 送水機能の強化

配水幹線等の整備
大口径管腐食性土壌対策事業
老朽管改良促進事業
鉄道下横断管改良事業

災害医療拠点病院等管路整備事業

工業用水道施設の整備 工業用水道施設の整備

お客さま満足経営の推進 お客さまの声を反映させた事業展開の推進
地域サービスセンターでのサービス展開

道志水源林ボランティア事業の推進
「水のふるさと道志の森基金」

市民との協働による応急給水対策の強化
近代水道創設120周年記念事業

　
「はまっ子どうし」の販売 「はまっ子どうし」の販売拡大

料金支払いの利便性向上等

継続的な経営改革と 経営効率化の推進
簡素で効率的な執行体制 ＩＴ新時代に即した情報化の推進
の構築

人材の育成と技術の継承 人材の育成と技術の継承
 
企業債残高の縮減

健全な財務体質の実現 未利用地の売却等の推進

工事請負契約における総合評価落札方式の導入

太陽光発電設備の整備
６　環境にやさしい 川井浄水場小水力発電
　　水道システムを

　　構築するために
自然流下系浄水場の優先
利用

自然流下系浄水場の優先利用

１５０万本植樹行動

太陽光発電など新エネル
ギーの活用

近代水道創設１２０周年記念
事業

膜ろ過、高度浄水など 新
の浄水技術の導入

貯水槽水道の直結切替の
促進

直結給水拡大事業（４階直結給水）

子供たちが水道水を飲む文化を育む事業
（小・中学校等の屋内水飲み場直結給水促進事業）

４　お客さま満足度の高い
　　水道サービスを
　　提供するために

市民・企業との協働事業の
推進 水の総合産業を目指したショールームの開設

２　蛇口にいつでも新鮮な
　  水をお届けするために

水道局による貯水槽水道
（受水槽）の巡回点検

配水ポンプ場への非常用発電設備の設置

災害医療拠点病院などへの
管路の耐震化

５　創造と挑戦の活力ある
　　企業精神を発揮する
　　ために

「クレジットカード払い」の導入

口座振替日選択制の実施等

他事業体からの水質等分析業務の受託

 　平成19年度の主要な施策及び事業
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具体的な取組 

トップレベルの安全でおいしい水を作ります 

１ 事業名に☆のある事業は新規事業 

（ ）内の事業量は 3月末時点 

２ 目標は原則として 12 月末時点 

所管課 管財課 
事業名 道志村生活排水処理事業への助成 

事業概算見込額 3,800 万円 

事業内容 

道志川水源の水質保全を図るため、13 年度から道志村の合併処理浄化槽設置事業（設

置予定基数：687 基）に助成してきましたが、本市の要請に基づき、道志村では 18 年度

から年間設置基数を増加させ、整備期間を短縮するとともに、窒素などの除去に優れた高

度処理型合併浄化槽に切り替えました。引き続きこの事業に助成し、水源保全の強化を図

ります。 

目標 
５０基 

 （６８基） 

現状値 

Ｈ１８年度末 
累計２８１基 

 

 

所管課 浄水課 
事業名 

相模湖及び津久井湖の水質保全対策等の

促進 事業概算見込額 5 億 2,400 万円 

事業内容 

富栄養化が進む相模湖及び津久井湖の水質を保全するため、神奈川県及び関係利水者と

協力して、水源地域の流域下水道整備事業に対する助成や湖岸への植物浄化施設の設置を

行い、水質保全対策を促進します。 

また、相模湖の湖底にたまった土砂を除去することにより、貯水容量の回復と上流域の

災害防止等を図ります。 

目標 推進 
現状値 

Ｈ１８年度末 
推進 

 

所管課 計画課 
事業名 川井浄水場更新調査等 

事業概算見込額 7,800 万円 

事業内容 

川井浄水場は、老朽化が進み耐震性にも問題があるため、全面的に更新する予定です。

更新にあたっては、 先端の浄水技術である膜ろ過方式導入に向けた計画を策定します。

また、18年度に実施したＰＦＩ導入可能性調査を踏まえ、事業方式及び範囲を早期に決

定するとともに、実施計画の策定など、更新調査を進めます。 

目標 
川井浄水場更新調査等 

   事業方式、事業範囲等の検討（決定） 

現状値 

Ｈ18 年度末 

基本計画策定中 

調査委託完成 
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所管課 浄水課 

事業名 
水処理実験プラントによる新たな浄水

処理技術の実証実験 事業概算見込額 1,000 万円 

事業内容 

より安全でおいしい水の供給を目指し、西谷浄水場ではカルキ臭やトリハロメタンの

低減に効果のある代替消毒剤の実験を、川井浄水場では膜処理による活性炭の有効活用

方法の実験を、引き続き民間企業や大学との共同研究等により効率的・効果的に行いま

す。 

目標 

実験推進 

西谷代替消毒剤実験 終報告 

川井活性炭実験 終報告 

現状値 

Ｈ１８年度末 
実験推進 

 
 

所管課 浄水課 
事業名 浄水場塩素注入設備改良工事 

事業概算見込額 １億６,000 万円 

事業内容 

残留塩素濃度の低減化によるカルキ臭の解消を図るため、浄水場や場外配水池出口の

残留塩素濃度をきめ細かく調整できるよう塩素補給設備を設置します。 

 

19 年度施行予定＝小雀浄水場 3・6 号配水池塩素補給設備設置工事 

目標 塩素注入設備設置（完成） 
現状値 

Ｈ１８年度末 

塩素注入 

設備設置 

 
 

所管課 給水課 
事業名 

給水栓における自動水質測定装置の 

設置 事業概算見込額 １億 9,800 万円 

事業内容 

安全でおいしい水の供給を目的に、残留塩素濃度の低減化によるカルキ臭の解消を図

る一環として、ご家庭の給水栓での残留塩素濃度を連続監視するため、16 年度から自動

水質測定装置を設置しています。 

目標 17 台（完成） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
48 台 

 
 

所管課 浄水課 
事業名 ＩＳＯ９００１の認証更新 

事業概算見込額 300 万円 

事業内容 

国際規格である ISO9001 の品質管理を継続し、国の基準よりさらに厳しい横浜独自

の水質目標（おいしさ＝残留塩素・ジェオスミン・有機物等 6 項目、安全＝鉛・トリハ

ロメタン 2 項目）の達成を目指します。 

目標 
継続 

（更新審査） 

現状値 

Ｈ１８年度末 

継続 

（定期審査）
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所管課 水質課 
事業名 

ＩＳＯ／ＩＥＣ１７０２５ 

認定の拡大 事業概算見込額 300 万円 

事業内容 

水質検査の精度と信頼性を保証する国際規格である ISO/IEC17025 の認定対象項目

を既に取得している無機物や微生物等に加え、有機物の検査について認定の拡大を図り、

お客さまに一層の安心と信頼を提供します。 

目標 （有機物の検査について認定の拡大） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
拡充 
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所管課 給水課 
事業名 宅地内鉛管改良の推進 

事業概算見込額 1億円 

事業内容 

① 宅地内鉛管改良助成 

より安全で良質な水の供給のため、宅地内の鉛製給水管を取り替える工事に対し、工

事費の2分の１（上限５万円）を助成し、鉛製給水管の解消を目指します。 

② パイプイン・エコ工法 

メーター据替時に、宅地内水道メーターの接続部から鉛製給水管の中にポリブテン管

（延長50ｃｍ）を挿入して内側を被覆し、鉛の溶出を防ぐ廉価で簡易的な工法を新たに

導入し、無料で水道局が施工する事業を開始します。 

目標 

推進 

① 2,000 

② 7,000 

計 9,000か所 

現状値 

Ｈ１８年度末 

① 3,500 

②  120   

  計 3,620か所 

 
 

所管課 給水課 
事業名 

☆ 直結給水拡大事業 

（４階直結給水） 事業概算見込額 1,000万円 

事業内容 

小規模受水槽等における衛生問題の解消を図るため、直結給水を進めています。直結

給水には、配水管の圧力を利用した直圧給水方式とお客さまがポンプを設置する増圧給

水方式があります。 

市内全域で３階建て建物に直圧で給水できるよう管網整備を進めた結果、市街化調整

区域等の地域を除いた市域の99％以上で3階直結給水が可能となっています。19年度

には、直圧給水方式をさらに活用できるよう、４階建て建物への直結給水の実証実験を

行い、直結給水方式の普及拡大に努めます。 

目標 （実証実験の実施） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
― 

 
 
 
 

所管課 給水課 
事業名 鉛管改良促進事業の推進 

事業概算見込額 9億 5,700万円 

事業内容 
道路内に布設されている各戸引込みの鉛製給水管について、より安全で良質な水の供給

や漏水破裂の防止等を図るため、計画的に改良します。 

目標 
推進 

（8,000か所） 

現状値 

Ｈ１８年度末 
25,300か所 

蛇口にいつでも新鮮な水をお届けします 
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所管課 サービス推進課 
事業名 

貯水槽水道（受水槽）の 

巡回点検 事業概算見込額 100万円 

事業内容 

お客さまが安全で衛生的な水道水を利用できるよう、市内のすべての貯水槽水道（約

21,000 か所）を対象に、受水槽と蛇口での水質検査、適正な貯水量等の点検を５年間

で行い、適切な管理について助言・指導するとともに、直結給水方式についての必要な

情報を提供し、受水槽方式からの切替を促進します。 

目標 （５,000か所） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
５０0か所

 
 

所管課 給水課 
事業名 

道路内の老朽給水管の積極的な 

改良 事業概算見込額 
4億 2,500万円 
（他事業に予算計上）

事業内容 

道路内に布設されている給水管（給水装置）の維持管理は使用者及び所有者が行うこ

ととされています。しかし、お客さまが維持管理することは困難なため、水道局が行う

漏水修理や配水管の更新時に合わせて、管理が容易で耐震性及び施工性に優れたステン

レス鋼管に改良していきます。 

目標 （9,400か所） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
9,200か所

 

所管課 給水課 
事業名 

子供たちが水道水を飲む文化を育む事

業（小・中学校等の屋内水飲み場直結

給水促進事業） 事業概算見込額 1億 5,000万円 

事業内容 

教育委員会と共同で、小･中学校等の屋内の水飲み給水栓を受水槽方式から水道管から

の直結給水方式に改修します。冷たくておいしい水が飲める環境をつくることで、水道

水の信頼を高め、未来を担う子供たちが、蛇口から直接水道水を飲む文化を育みます。

目標 24校（完成） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
累計 27校 



 

所管課 計画課 

事業名 取水・導水施設の耐震補強 
事業概算見込額 13 億 4,400 万円 

事業内容 
災害に強く信頼のライフラインを築くために、停電時にも安定して導水ができる自然流

下系の取水・導水施設の耐震化を図っていきます。 

目標 

水場から減圧水槽口径 1500mm 導水管布設工事（道志川系） 

シールド工事 約 1,500m（約 2,200m） 

鶴ヶ峰駅から西谷浄水場口径 1100mm 補強工事（相模湖系） 

工事事前調整完成 

現状値 

Ｈ18 年度末 

道志川系 

立抗完成

相模湖系 

設計完成

 

所管課 計画課 
事業名 浄水場及び配水池の耐震化 

事業概算見込額 3 億 3,400 万円 

事業内容 

浄水場の大部分は築造後 40 年以上が経過して老朽化が進んでいるため、更新改良

を行うなかで、浄水場及び配水池等の耐震化を進め、災害に強い信頼のライフライ

ンを築きます。 

目標 
西谷２号配水池耐震補強 

（２池中１池完成） 

現状値 

Ｈ18 年度末 

野毛山配水池 

耐震補強完成 

 

所管課 計画課 
事業名 配水池の整備 

事業概算見込額 9 億 9,300 万円 

事業内容 
浄水処理した水を貯留し、需要の変動に柔軟に対応する配水池は地震災害時の応急給水

拠点でもあることから、今後も整備を進め、災害に強い信頼のライフラインを築きます。

目標 
小雀６号配水池築造（完成） 

汐見台配水池築造工事 （調査・設計完成） 

現状値 

Ｈ18 年度末 

三保配水池 

増設完成 

 

所管課 設備課 

事業名 
☆配水ポンプ場への非常用発電設備の

設置 
事業概算見込額 2 億 3,900 万円 

事業内容 

 緊急時に電気の供給が停止した場合に備え、配水ポンプ場に非常用発電設備を設置し

ます。既に整備されている浄水場に加えて、他の系統からのバックアップに長時間要す

る配水ポンプ場や、ポンプが停止した場合に減断水の影響が大きい配水ポンプ場などに

も、４か年計画で整備していきます。19 年度は西谷、恩田、仏向の３配水ポンプ場に設

置します。 

目標 非常用発電設備設置３か所（完成） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
― 

災害に強い信頼のライフラインを築きます 
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所管課 計画課 
事業名 浄水施設の再構築 

事業概算見込額 3 億 700 万円 

事業内容 

川井浄水場は、老朽化が進み耐震性にも問題があるため、全面的に更新する予定です。

その他の浄水場では、水処理の安定性を継続させるため、浄水施設の改良等を行います。

 

目標 

川井浄水場更新調査等（再掲） 

事業方式、事業範囲等の検討（決定）

小雀１系沈でん池傾斜管設置工事 

（１池完成）

現状値 

Ｈ18 年度末

川井浄水場更新調査等 

調査委託完了・基本計画策定中

小雀１系沈でん池傾斜管設置工事 

6 池中 5 池完成

 
 

所管課 計画課 
事業名 電機・計装設備等の計画的更新 

事業概算見込額 22 億 9,300 万円

事業内容 
安定給水を継続するために必須となる、ポンプ設備や計装設備などの設備を、計画的に

更新します。  

目標 
金沢ポンプ設備新設工事 （完成） 

鶴ヶ峰ポンプ場設備改良工事（完成） 

現状値 

Ｈ18 年度末 
更新中 

 

所管課 計画課 

事業名 送水機能の強化 
事業概算見込額 25 億 4,300 万円

事業内容 
各浄水場と配水池を結ぶ送水管の整備を進め、水源事故や停電などによる浄水場の停止

などの緊急時におけるバックアップ体制を強化し、一層の安定給水を図ります。  

目標 

都 岡 幹 線 口 径

38 インチ送水

管更新工事 

全延長 

都岡幹線口径 38 インチ送水管更新工事（川井から都岡） 

 内挿管 250ｍ（500ｍ）

現状値 鶴ヶ峰幹線口径 1,000mm 送水管新設工事 

Ｈ18 年度末 （立坑完成・シールド工事着工）
約 8,400ｍ

新杉田共同溝口径 1,100mm 送水管新設工事  
更新済延長 

（1,128ｍ管製作完成）
約 5,700ｍ
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所管課 計画課 

事業名 配水幹線等の整備 
事業概算見込額 21 億 900 万円 

事業内容 
水圧の均等化、漏水破裂事故時に断水区域や断水時間を少なくするためのバックアップ

管の整備など配水幹線等の整備を行い、安定給水の確保を行います。 

目標 

鶴ヶ峰高区線から菅田高区線口径 600mm 配水管新設工事  

約 150m（約 180m）

釜利谷線から富岡線口径 600mm 配水管新設工事 

 約 400m（約 600m）

洋光台線から磯子高区線口径 700mm 配水管新設工事 

約 350ｍ（約 550m）

現状値 

Ｈ18 年度末 
継続整備中

 
 

所管課 給水課 
事業名 大口径管腐食性土壌対策事業 

事業概算見込額 8 億 6,500 万円 

事業内容 

腐食性土壌の中に埋設された配水管は、耐用年数の経過前に漏水・破裂が発生する恐れ

があります。特に口径 400 ㎜以上の大口径水道管が漏水等した場合、広範囲で断水とな

り市民生活に多大な影響を及ぼす恐れがあることから、優先的に改良します。土壌腐食性

の高い地域に埋設されている配水幹線を 18 年度から 10 か年で改良していきます。 

目標 （3.7 ㎞）※ 現状値 

Ｈ１８年度末 
1.8 ㎞ 

※繰越分 0.7 ㎞を含む 

所管課 給水課 
事業名 老朽管改良促進事業 

事業概算見込額 116 億 6,300 万円 

事業内容 
老朽化した鋳鉄管などは、赤水や漏水・破裂の恐れがあり、市民生活に支障が出るこ

とから、821 ㎞を 12 年度から 22 年度までに改良します。 

目標 （85km） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
501 ㎞ 

 
 

所管課 給水課 
事業名 鉄道下横断管改良事業 

事業概算見込額 1 億 8,000 万円 

事業内容 

県内で 17 年度に発生した鉄道の下を横断する配水管の漏水事故では、鉄道の運行に

重大な支障が生じたことから、このような事故の発生を防止するため緊急に改良が必要

な 13 か所について 18 年度からの２か年で鉄道下を横断する配水管を改良します。 

目標 （７か所）※ 現状値 

Ｈ１８年度末 
６か所 

※繰越分４か所を含む。 
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所管課 給水課 

事業名 災害医療拠点病院等管路整備事業
事業概算見込額 1 億 5,800 万円 

事業内容 

災害医療拠点病院等で、災害時に断水が発生した場合は水道局が保有する給水車で応

急給水を行うこととなっていますが、災害医療拠点病院等では多量の水を必要としてお

り、給水車による運搬給水量では十分ではないことから、これらの医療機関に給水して

いる配水管を耐震化し、災害時でも配水管から給水を継続できるよう整備を進めます。

目標 （９か所）※ 現状値 

Ｈ１８年度末 
６か所 

※ 繰越分２か所を含む。 

 

所管課 工業用水課 
事業名 工業用水道施設の整備 

事業概算見込額 7 億７，７００万円

事業内容 
工業用水道施設は建設から 50 年近くが経過し、多くの施設が老朽化していることか

ら、計画的な更新整備を行います。 

目標 

川島町口径 400 ㎜配水管布設替工事    (270ｍ) 

配水管補強工事  16 か所           (完成) 

鶴ヶ峰沈殿池耐震補強工事          (完成) 

1 号ずい道耐震調査委託           (完成) 

現状値 

Ｈ１８年度末 
継続整備中 
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所管課 経営企画課・サービス推進課 
事業名 

お客さまの声を反映させた 

事業展開の推進 
事業概算見込額 １００万円 

事業内容 

お客さまの声を集積共有化するとともに、定期的にお客さま満足度調査を実施して、

施策の検証とニーズの把握に努め、その結果を業務の見直しに反映します。お客さま満

足経営推進本部を設置し、経営改善に努めます。 

目標 お客さま満足経営推進本部設置による経営改善推進 
現状値 

Ｈ１８年度末 

局内でのお客

さまの声の共

有化実施 

 

お客さま満足度の高い水道サービスを提供します 

 
所管課 サービス推進課 

事業名 
地域サービスセンターでの 

サービス展開 事業概算見込額 1,000 万円 

事業内容 

地域サービスセンターは、これまでに行ってきた小学校での出前水道教室や自治会・

町内会等との防災訓練を、回数・内容等を充実させていきます。 

また、お客さまから要望の多い、簡単な水道修繕の方法やおいしい水の飲み方教室を

はじめ、区政80周年を迎える区役所とタイアップするなど、地域の特性に合わせた事業

を実施してまいります。 

目標 出前水道教室や自治会・町内会等との協働の拡充 
現状値 

Ｈ１８年度末 

拡大・拡充策

を検討 

 
 

所管課 管財課 

事業名 道志水源林ボランティア事業の推進 
事業概算見込額 1,300 万円 

事業内容 

人手不足などにより手入れの行き届かない水源地道志村の民有林を、市民ボランティ

アの自主的な組織「道志水源林ボランティアの会」と協働して整備し、水源かん養機能

の高い森林に再生します。 

また、16 年度から開始したこの活動を通じて、水源保全の大切さを市民にＰＲし、市

民の理解と協力をより一層広げていきます。 

 さらに、ＮＰＯや地域などのボランティア団体による整備も進めるため引き続き活動

資金の一部を助成するほか、19 年度から新たにジュニアボランティア（高校生）による

活動を実施し、水道事業や環境保全活動の重要性に対する理解と認識を深めてもらうと

ともに、各種のボランティア活動への動機付けを図ることとします。 

目標 
新規参加者数１,５５０人 

新規整備面積５.８ｈａ 

現状値 

Ｈ１８年度末

延参加者数累計 

３,３５０人 

整備面積累計１９.０ha 
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所管課 管財課 
事業名 「水のふるさと道志の森基金」 

事業概算見込額 1,600 万円 

事業内容 

 市民の自主的な水源保全活動である道志水源林ボランティア活動を継続的に支援す

るとともに、ボランティア活動に参加できない市民にも資金協力という形で水源保全

活動に参加していただくため、18 年度に「水のふるさと道志の森基金」を設立しまし

た。 

 基金は、市民や企業などからの寄附や、ペットボトル「はまっ子どうし」の売上の

一部などにより 20 年度までの３か年で積み立て、その後「道志水源林ボランティア

の会」などのボランティア団体に助成していきます。 

目標 

累計 

寄附金    300 万円 

ペットボトル 350 万円 

基金への新規積み立て 
現状値 寄附金         100 万円 

ペットボトル売上    450 万円 Ｈ１８年度末
水道事業会計拠出金  1,000 万円 拠出金    800 万円 

 

所管課 サービス推進課 
事業名 

水の総合産業を目指した 

ショールームの開設 
事業概算見込額 ５００万円 

事業内容 

水道局菊名庁舎に、全国初の試みとして民間企業との協働によるショールームを７月

に開設し、浄水器や水栓金具、トイレなど水まわり用具の展示や水まわりに関する様々

な相談業務・アドバイスを行います。 

そして、お客さまの快適で潤いのある生活づくりに貢献していきます。 

目標 ショールームを開設（運営中） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
開設準備中

 

所管課 総務課 
事業名 市民との協働による応急給水対策の強化

事業概算見込額 ― 

事業内容 

応急給水活動を市民と協働で行う体制を確立するため、住民参加による応急給水訓練

の積極的な実施や、災害用地下給水タンクの操作を行える市民の育成、災害時支援協力

員の充実強化を図ります。 

目標 

・災害用地下給水タンクでの応急給水訓

練、配水池訓練及び緊急給水栓・給水

車訓練を実施。(130か所） 

・指導員 12 名及び防災活動リーダー

540 名を育成。 

・災害時支援協力員の充実強化。 

(330 名体制）

・防災とボランティア週間、水道フォー

ラムの実施。 (300 名規模） 

現状値 

Ｈ１８年度末 

・地下タンク訓練、配水池

訓練及び緊急給水栓・給

水車訓練（124 か所） 

・指導員 12 名、防災リー

ダー376 人を養成 

・災害時支援協力員（307名）

・水道フォーラム（280 名）
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所管課 総務課 
事業名 ☆近代水道創設１２０周年記念事業 

事業概算見込額 1,500 万円 

事業内容 

平成 19 年（2007 年）は、日本 初の近代水道が横浜に誕生してから 120 周年の

節目に当たります。２年後に控える横浜開港 150 周年のプレイベントとしても位置づ

け、これらを記念した各種事業や例年実施している施設見学、市民イベント等を充実さ

せることにより、「横浜のおいしい水」を市民の皆さまにＰＲしていきます。 

目標 

・水の総合産業を目指す菊名庁舎の開設 

・小雀 6 号配水池外壁デザインの市民公開 

・西谷浄水場に道志村との絆を深める記念植樹 

・日本水道協会全国総会の横浜開催 

現状値 

Ｈ１８年度末 
― 

 
所管課 サービス推進課 

事業名 「はまっ子どうし」の販売拡大 
事業概算見込額 9,600 万円 

事業内容 

道志川の源流水のペットボトル「はまっ子どうし」の販売を通じて、水のおいしい都

市「横浜」を PR するとともに、売上げの一部を「水のふるさと道志の森基金」に充当

し、市民ボランティアによる水源林整備事業の支援を進めます。 

19 年度は、150 万本の販売を目指します。 

目標 120 万本（150 万本） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
約 128 万本

 
所管課 料金課 

事業名 ☆「クレジットカード払い」の導入 
事業概算見込額 3,400 万円 

事業内容 

お客さまから要望の多い、水道料金・下水道使用料のクレジットカードによる支払いに

ついて、18年11月に法制度が整備されたことを踏まえ、カード会社との決済システム

の構築などの準備を進め、導入します。  

目標 実施 
現状値 

Ｈ１８年度末 

基本構想・

基本設計 

 

所管課 料金課 
事業名 ☆口座振替日選択制の実施等 

事業概算見込額 1,100 万円 

事業内容 

これまで月の13日に固定していた口座振替日を、新料金オンラインシステムの稼働に

より、月の13日か29日のどちらかの日付で、お客さまが選択できるようにし、料金支

払いの利便性向上に努めます。また、インターネットを利用してお客さまご自身で使用

水量や水道料金が確認できる照会サービスを提供します。  

目標 実施 
現状値 

Ｈ１８年度末 

システム総合

テスト終了 
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創造と挑戦の活力ある企業精神を発揮します 

所管課 経営企画課 
事業名 経営効率化の推進 

事業概算見込額 ― 

事業内容 
宅地内の給水装置修繕の民間化や浄水場管理室体制の見直しなど、経営効率化の推進

により、職員定数削減を図ります。 

目標 職員定数５６人削減（うち工業用水道事業 5 人含む） 
現状値 

Ｈ１８年度末 

職員定数 

2,176 人 

 

 

（工業用水道

事 業 含 む ）

 
所管課 情報システム課 

事業名 ＩＴ新時代に即した情報化の推進 
事業概算見込額 3 億 7,200 万円 

事業内容 

これまで整備してきた業務システムやネットワーク等を最大限に活用し、お客さまサ

ービスの向上や業務の効率化などを進めていきます。 

 １９年度は、ネットワークの集約化等を進めるとともに、１９年８月(予定）に本稼働

する新料金オンラインシステムにより、低コストで効果的なサービスの向上を図ります。

新料金オン

ラインシス

テム開発中

目標 新料金オンラインシステムの本稼動（８月予定）等 
現状値 

Ｈ１８年度末 

 
 

所管課 人材開発課 
事業名 人材の育成と技術の継承 

事業概算見込額 3,２００万円 

事業内容 

少数精鋭の組織機構による効率的な事業運営の推進とお客さま満足度の向上を目指

し、コスト意識や経営改革意識の浸透、お客さまサービスの向上に向けた意識の醸成と

スキルの向上など、より一層の意識改革と能力開発に取組んでいきます。 

また、技術継承の推進や企業内転職者の育成を短期かつ集中的に進めていくため、既

存施設を改良した人材開発センターを中心に、西谷浄水場内の管路研修施設や浄水処理

実験施設などを一体的に運用していきます。合わせて、実務経験豊富なベテラン職員や

再任用職員を研修講師として活用するなど、より実践的な研修の充実に取組みます。 

・転職者育成プログラムの実施 

・職員や再任用職員講師による研修の実施

技術職転職試験の制度化 

運営責任職講師による研

修実施 

技術継承ビデオの作成と活用 

感性向上研修の実施 
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― 
目標 

経営セミナーの実施 

お客さまサービスセンター実務研修の実施

現状値 

Ｈ１８年度末

サービスマインド研修全

職員受講 

 



 

 
所管課 経理課 

事業名 企業債残高の縮減 
事業概算見込額 ― 

事業内容 企業債発行を償還金の範囲内に抑制することにより、残高の縮減を図ります。 

目標 （企業債残高２,００９億円） 
現状値 

Ｈ１８年度末 
２,０４３億円 

 
 

所管課 管財課 
事業名 未利用地の売却等の推進 

事業概算見込額 ― 

15 年度に策定した未利用地活用計画に基づき、49 か所の未利用地の公募売却及び貸

付の実施等により、資産の有効活用を図ります。 
事業内容 

目標 ４か所 約７００㎡ 
現状値 

Ｈ１８年度末

累計 

15 か所売却  約5,380 ㎡

1 か所貸付  約1,030 ㎡

 
 

所管課 水質課 
事業名 ☆他事業体からの水質等分析業務の受託 

事業概算見込額 ― 

 水質測定技術の継承・向上、近隣水道事業体との広域的な連携の強化に努めるととも

に、収入の確保を図るため、有料で他水道事業体から水質等分析業務を受託します。 
事業内容 

目標 推進 
現状値 

Ｈ１８年度末 
― 

 
 

所管課 契約課・技術監理課 
事業名 

工事請負契約における 

総合評価落札方式の導入 
事業概算見込額 ― 

企業の技術力等と価格の双方を総合的に評価し、落札者を決定する総合評価落札方式

を、一部の工事で試行します。これは 17 年４月に施行された「公共工事の品質確保の

促進に関する法律」に基づくもので、品質の向上、企業の技術開発の促進、入札談合の

抑制等の効果が期待されます。 

事業内容 

目標 簡易型 7 件程度 
現状値 

Ｈ１８年度末 
― 
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所管課 浄水課 
事業名 太陽光発電設備の整備 

事業概算見込額 ３億４,４００万円 

事業内容 

環境にやさしい浄水場づくりの一環として、既存の施設に太陽光パネルを据付け、発

電した電力を浄水場の運転管理に使用します。 

・西谷浄水場排水処理施設覆蓋設置工事 

・小雀浄水場１系ろ過池覆蓋設置工事 

目標 
130ＫＷ施行（20 年 2 月完成予定） 

完成後水準＝700ＫＷ 

現状値 

Ｈ１８年度末 
累計 570ＫＷ

 
 

所管課 計画課 
事業名 ☆川井浄水場小水力発電 

事業概算見込額 ５００万円 

事業内容 

川井浄水場内を経由し、西谷浄水場へ原水を送る導水管（相模湖系）の水圧を利用し

た小水力発電の実施に向けて、事業方式、発電方式の検討、発電電力の利用方法等の調

査を行います。 

目標 事業方式、発電方式、発電電力の利用方法検討（決定）
現状値 

Ｈ１８年度末 
企画の策定 

 
 

所管課 計画課 

事業名 自然流下系浄水場の優先利用 
事業概算見込額 － 

事業内容 
ポンプを使わない自然流下系の浄水場を優先的に利用し、消費電力を削減するために、配水

幹線等の整備を行います。 

目標 

 

鶴見幹線口径 700mm 送水管新設工事（再掲） 

内挿約 90m、開削約 80m（内挿約 380ｍ、開削約 170ｍ）

（仮称）影取線口径 700mm 配水管新設工事（再掲） 

立坑築造（推進工約 50m）

現状値 

Ｈ18 年度末 

（仮称）影取線

口径 700mm 

配 水 管 新 設 工

事（再掲） 

全体計画延長

約 4,200m

施工済延長

約 3,200m

 

所管課 経営企画課 

事業名 １５０万本植樹行動 
事業概算見込額 

 

 

― 

事業内容 

 横浜市では、開港 150 周年にあたる平成 21 年度までに 150 万本の植樹達成を目指

しています。水道局では、この一環として、道志村に自生しているミツバツツジを西谷

浄水場前の道路沿いなどに植樹します。 

目標 ミツバツツジの植樹 120 本実施 
現状値 

Ｈ１８年度末 
― 

環境にやさしい水道システムを構築します 
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平成１９年度の水道局事業運営においては、次の考え方を基礎に行ってまい

ります。 

１ お客さまニーズを第一とする事業運営 

お客さまの声の共有化 

お客さまサービスセンターや局内各

部署に寄せられたお客さまの声を毎月

全職員に発信し、情報を共有化し、事

業に活用していきます。 
 また、お客さまの声へ迅速・的確な対

応１００％を目指します。 

お客さまへの積極的なＰＲ 

出前水道教室・市民との協働による応急

給水訓練・「道志水源林ボランティアの

会」・水道記念館・水道局菊名庁舎市民 PR
スペースの展開・水のマイスターなどを通

じて、お客さまとのコミュニケーションを

活発にします。 
 

２ お客さまに信頼される誠実な事業運営 

コンプライアンス※

１８年度に設置した「水道局コンプラ

イアンス推進委員会」で、制度が正しく

機能し活用されているか、点検・評価を

継続的に実施していきます。 

また、引き続き水道局一丸となってコ

ンプライアンス推進を図っていきます。

事務処理ミス防止 

業務マニュアルにおいて、事務処理の

基本である「現物主義」「記録主義」「確

認主義」「相互検証・けん制主義」「個人

責任主義」の５原則を業務の中に具体化

するとともに、ダブルチェックを徹底す

るなど、これまで取り組んできた取組の

さらなる徹底を図り、職員一丸となって

ミスゼロを目指します。 

組織運営の考え方 

※「コンプライアンスの確立」とは、｢お客さまの信頼を損なうことをしな

い｣だけでなく、さらに｢より積極的にお客さまのためになることをする｣

行動原理です。こうした意識や対応を組織運営の中にしっかりと根付かせ

ていくことにより｢コンプライアンスの確立｣を図り、お客さまに信頼され

る事業運営を実現します。 
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３ 経営改革の推進 

日常業務に対する「こうしたらよい」「これがあればやりやすい」といった発想を

大切にする業務改善推進運動に局一丸となって取組み、さらに充実強化するととも

に、職員の自発的な業務改善の提案を積極的に事業に生かしていきます。 

業務改善 

経営の効率化 

組織・機構の簡素化や民間活力を生かす

委託化など、スリムで効率的な執行体制を

さらに推進します。 

19 年度は、職員定数 56 名（水道事業

及び工業用水道事業）の削減を行います。

民間的経営手法 

効率的な事業運営を行うため

に、ＰＦＩ等の活用を視野に入れ

ていきます。 

４ 業務を支える人材の育成 

また、新たに水質分析業務の受

託を行うとともに、「はまっ子どう

し」の販売拡大など、積極的な事

業展開を行います。 

 

29

人材育成と技術の継承 

 職員一人ひとりの意識改革を図り、職員技術提

案※の応募や、水道研究発表会での発表などにより

意欲と技術力の向上を図り、少数精鋭の組織を目

指した人材育成を行います。 
また、人材の育成ビジョンに基づく研修の充実

により、人材の育成と技術の継承に努めます。 

人権尊重 

各職場において体系的に

人権啓発研修を実施し、職

員の意識改革を促し、人権

に配慮した事業運営を行い

ます。 
 

国際貢献 

日本近代水道発祥の地、横浜の水道として、国際協力機構（ＪＩＣＡ）、アジア太平

洋都市間協力ネットワーク（ＣＩＴＹＮＥＴ）など公的な機関と連携しつつ、途上

国の水道事業体への技術支援を行い、国際社会に貢献します。 

※職員技術提案とは 市が実施する事業に関し、新技術の開発・導入や創意工夫等による

技術的な提案を行い、コスト縮減や品質の向上等に貢献した本市職員を表彰することに

より、職員技術力向上及び本市が実施する事業の改善に資することを目的としています。



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 水道局 

お客さまサービスセンター 

☎045-847-6262 

FAX045-848-4281 

 
 
 

 
 

横浜市水道局は 

環境マネジメントシステム 

ISO１４００１の認証を取得しています。
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